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12sin1 ≦≦ nx であるから、 0≧x のとき 121212 2sin  lll xnxxx ≦≦  
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20,sin ≦≦xnxxy l のグラフと x軸で囲まれる図形を nD とすると、 nW は nD を y 軸の回りに回転させてで
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